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１
．
は
じ
め
に

兵
庫
県
中
央
部
の
東
か
ら
西
に
向
か
っ
て
篠
山
川
が

流
れ
て
お
り
、
流
路
延
長
86
・
５
㎞
の
兵
庫
県
下
最
大

の
一
級
河
川
加
古
川
に
合
流
し
、
加
古
川
が
北
か
ら
南

へ
と
そ
し
て
播
磨
灘
に
流
れ
て
い
ま
す
。
加
古
川
の
流

れ
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
東
側
に
は
、
国
営
東
播
用
水
事

業
で
造
成
さ
れ
た
川
代
ダ
ム
、
大
川
瀬
ダ
ム
、
呑
吐
ダ

ム
の
３
つ
の
ダ
ム
を
連
結
す
る
導
水
路
が
北
か
ら
南
に

伸
び
て
お
り
、そ
の
導
水
路
及
び
幹
線
水
路
に
淡
河
川
・

山
田
川
疏
水
事
業
等
で
造
成
さ
れ
た
水
路
が
つ
な
が

り
、
受
益
地
へ
伸
び
る
水
路
へ
と
、
ま
る
で
血
管
網
の

よ
う
に
播
磨
灘
ま
で
広
が
り
、「
い
な
み
野
台
地
」
を

潤
し
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
加
古
郡
稲
美
町
を
中
心
と
す
る
「
い
な
み
野

台
地
」
は
日
本
有
数
の
小
雨
地
帯
で
あ
り
、
水
利
に
乏

し
い
乾
燥
台
地
で
、
江
戸
時
代
で
は
、
農
業
は
た
め
池

に
頼
る
稲
作
と
、
綿
作
が
主
で
、
特
に
綿
は
姫
路
藩
の

名
産
品
と
し
て
増
産
し
、
藩
の
莫
大
な
借
金
（
江
戸
時

代
後
期
に
73
万
両
、年
貢
収
入
の
お
よ
そ
７
倍
の
負
債
）

を
完
済
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
安
価
な
外
国
産
綿
花
の
流

入
と
、
明
治
６
年
の
地
租
改
正
に
よ
り
、
綿
畑
か
ら
水

田
へ
の
切
り
替
え
が
課
題
で
、
大
量
の
水
の
確
保
が
必

要
と
な
り
、
明
治
21
年
に
淡
河
川
疏
水
が
着
手
さ
れ
、

そ
の
後
、
明
治
44
年
に
山
田
川
疏
水
が
着
手
さ
れ
て
い

ま
す
。
淡
河
川
疏
水

の
主
要
施
設
で
あ
る

御
坂
サ
イ
フ
ォ
ン

は
、
か
ん
が
い
施
設

と
し
て
、
日
本
初
の

錬
鉄
管
を
使
用
し
た

サ
イ
フ
ォ
ン
で
、
明

治
24
年
に
完
成
し
ま

し
た
。
本
稿
で
は
、

こ
う
し
た
歴
史
あ
る

淡
河
川
・
山
田
川
疏

水
施
設
の
改
修
、
更

新
、
ま
た
、
国
営
東

播
用
水
事
業
で
造
成

さ
れ
た
３
つ
の
ダ
ム

を
連
結
す
る
水
利
施

設
の
改
修
、
更
新
等

を
目
的
に
平
成
25
年

度
に
着
工
し
た
「
国

営
東
播
用
水
二
期
地

区
」
の
概
要
や
事
業

計
画
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

図―１　東播用水二期地区概要図
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２
．
東
播
地
域
開
発
の
歴
史

（
１
）
東
播
と
東
播
用
水
事
業
地
域

古
事
記
及
び
日
本
書
紀
な
ど
に
よ
る
と
兵
庫
県
下
に

は
早
く
か
ら
針は
り

閒ま

・
鴨か
も

・
多た

遅じ

麻ま

・
丹た
ん

波ば

・
津つ

・
務む

古こ

・
有あ
り

間ま

・
雄お

伴と
も

・
羽は

束ず
か

・
猪い

名な

な
ど
大
小
の
地
域
名

が
認
め
ら
れ
、
８
世
紀
の
国
・
郡
・
郷
制
の
も
と
で
、

初
め
て
明
確
な
境
界
を
も
つ
に
至
っ
た
よ
う
で
、
播は
り

磨ま

・
但た
じ

馬ま

・
丹た
ん

波ば

・
摂せ
つ

津つ

・
淡あ
わ

路じ

の
５
国
に
属
し
、
播

磨
に
明あ
か
し石
・
賀か

古こ

・
美み

嚢の

・
印い
ん
な
み南
・
賀か

茂も

・
多た

可か

・
神か
ん

崎ざ
き

・
飾し
か

磨ま

・
揖い

保ぼ

・
赤あ
か

穂ほ

・
佐さ

用よ
う

・
宍し
さ
わ粟
が
存
在
し
た

よ
う
で
、
現
在
は
、
５
国
の
う
ち
摂
津
を
阪
神
と
呼
ば

れ
て
い
る
以
外
は
す
べ
て
当
時
の
国
名
に
よ
っ
て
、
県

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
播
磨
は
県

土
の
40
％
以
上
を
占
め
る
広
大
な
地
域
で
あ
り
、
県
の

行
政
区
分
で
は
、
東
播
磨
・
北
播
磨
・
中
播
磨
・
西
播

磨
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
東
播
地
域
は
主
と
し
て
加
古

川
以
東
を
指
し
、
国
営
「
東
条
川
地
区
」、「
東
播
用
水

地
区
」
の
二
大
国
営
事
業
が
実
施
さ
れ
た
県
下
最
大
の

穀
倉
地
帯
で
す
。
た
だ
し
東
播
用
水
事
業
地
域
は
東
播

に
隣
接
す
る
阪
神
地
域
の
神
戸
市
西
区
及
び
北
区
の
一

部
が
抱
含
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
い
な
み
野
台
地
の
た
め
池
群

い
な
み
野
台
地
は
、
明
石
川
・
志
染
川
の
分
水
山
地

を
形
成
し
て
い
る
雄
崗
山
・
雌
崗
山
の
両
古
生
層
山
地

付
近
か
ら
加
古
川
左
岸
、
播
磨
灘
方
面
に
展
開
し
て
い

る
洪
積
台
地
で
す
。
い
な
み
野
が
西
国
街
道
に
接
し
な

が
ら
も
開
発
が
遅
れ
た
の
は
、
孤
立
的
段
丘
台
地
で
小

流
が
狭
い
台
地
を
細
分
し
て
い
る
地
形
条
件
に
加
え
、

ま
と
ま
っ
た
水
系
が
な
く
、
地
表
水
、
地
下
水
と
も
に

き
わ
め
て
乏
し
い
用
水
難
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。

江
戸
時
代
中
期
か
ら
各
藩
の
財
政
が
窮
迫
し
た
た

め
、
新
田
の
開
発
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

姫
路
藩
も
新
田
に
必
要
な
用
水
を
確
保
す
る
た
め
、
た

め
池
の
築
造
に
力
を
い
れ
大
小
多
く
の
た
め
池
が
で

き
、
用
水
が
確
保
さ
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
兵
庫
県

の
た
め
池
数
は
約
４
万
３
０
０
０
カ
所
以
上
あ
り
、

日
本
一
で
す
。
東
播
用
水
二
期
受
益
地
内
で
は
約
１

万
１
３
０
０
カ
所
の
た
め
池
が
存
在
し
、
そ
の
な
か

で
も
天
満
大
池
は
兵
庫
県
下
で
は
最
も
古
く
白
鳳
３

年
（
６
７
５
）
に
、
ま
た
、
県
下
最
大
の
規
模
を
誇

る
加
古
大
池
は
寛
文
９
年
（
１
６
６
９
）
に
築
か
れ

た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

図―２　兵庫県市町境界図

東播用水二期地区

表―１　地域別面積人口等

地　域 総面積
（㎢）

総世帯数
（千戸）

総人口
（千人）

農家数
（人）

耕地面積
（ha）

阪神 1,201.7 1,416 3,298 10,108 7,927
播磨 3,594.3 686 1,855 50,001 37,025
但馬 2,133.5 62 181 14,026 11,380
丹波 870.9 38 111 10,867 10,150
淡路 596.0 53 144 10,497 9,610
全県 8,396.4 2,255 5,588 95,499 76,092

数値は第61次兵庫県農林水産統計年報による

写真―１　いなみ野台地のため池群
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（
３
）
淡
河
川
疏
水
と
山
田
川
疏
水

用
水
難
か
ら
開
発
が
遅
れ
て
い
た
い
な
み
野
台
地
も

江
戸
時
代
、
周
辺
の
低
地
を
流
れ
る
河
水
を
台
地
に
導

水
す
る
草
谷
川
の
大
溝
用
水
（
１
６
８
０
）
雲
川
の
寺

田
用
水
（
１
６
５
８
）
な
ど
に
よ
り
台
地
の
水
田
化
が

進
み
ま
し
た
が
、
古
田
の
水
利
権
か
ら
低
地
河
川
の
分

水
が
認
め
ら
れ
た
の
は
非
灌
漑
期
の
余
剰
水
に
限
ら
れ

て
い
た
た
め
、
た
め
池
水
量
も
不
足
し
、
し
か
も
、
完

治
・
慶
応
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
旱
魃
が
続
き
田
畑

は
枯
渇
し
荒
畑
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
11
年
（
１
８
７
８
）
に
印
南
新
村
な
ど
に
課
せ

ら
れ
た
新
地
租
は
旧
税
の
３
～
５
倍
と
い
う
重
税
で
、

し
か
も
、
綿
栽
培
も
安
価
な
外
国
産
綿
花
の
流
入
に
よ

り
衰
退
す
る
な
か
で
の
重
税
と
あ
っ
て
、
旱
魃
に
よ
る

水
不
足
の
問
題
ど
こ
ろ
で
な
く
、
村
の
存
亡
に
関
わ
る

深
刻
な
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
様
子
を
伝
え
る

話
が
残
っ
て
い
ま
す
。【
郡
の
役
人
が
地
元
巡
視
の
時

に
あ
る
農
家
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
家
と
は
名
ば
か
り

の
三
畳
敷
き
の
わ
ら
小
屋
の
隅
で
年
老
い
た
農
夫
が
土

釜
で
煮
物
を
し
て
い
ま
し
た
。
郡
の
役
人
は
な
ん
と
な

く
老
父
の
焚
く
釜
の
中
を
の
ぞ
い
て
み
た
く
な
り
、
釜

の
ふ
た
を
開
け
よ
う
と
す
る
と
、「
見
た
ら
あ
か
ん
！

頼
ん
ま
す
、
中
の
ぞ
か
ん
と
い
て
！
」
と
老
父
は
悲
鳴

に
も
に
た
声
で
手
を
合
わ
せ
て
頼
み
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
か
ま
わ
ず
、
ふ
た
を
開
け
て
み
た
郡
の
役
人
は
あ
ぜ

ん
と
し
ま
し
た
。
釜
の
中
に
は
一
粒
の
米
も
見
当
た
ら

ず
刻
ん
だ
わ
ら
が
湯
の
中
に
舞
っ
て
い
た
。】
と
い
う

の
で
す
。
現
在
で
は
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
過
酷
な

困
難
が
当
時
の
人
々
を
お
そ
っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
耕
地
の
大
半
を
占
め
る
荒
畑
を

水
田
化
す
る
た
め
に
大
規
模
な
水
利
開
発
が
必
要
と
な

り
、
明
治
21
年
（
１
８
８
８
）
に
淡
河
川
疏
水
事
業
が

着
手
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
百
余
年

前
の
明
和
８
年
（
１
７
７
１
）
に
実
測
を
行
い
引
水
可

能
な
こ
と
を
発
見
し
て
い
ま
す
。
こ
の
実
測
図
が
淡
河

川
・
山
田
川
土
地
改
良
区
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

淡
河
川
疏
水
の
代
表
的
な
構
造
物
と
し
て
御
坂
サ
イ

ホ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ホ
ン
は
、
管
延
長
７
５

２
ｍ
、
呑
口
と
吐
口
の
標
高
差
２
・
45
ｍ
、
吐
口
と
中

間
最
低
地
点
と
の
標
高
差
52
・
６
ｍ
で
、
か
ん
が
い
施

設
と
し
て
は
日
本
初
の
イ
ギ
リ
ス
直
輸
入
の
錬
鉄
管
を

用
い
た
サ
イ
ホ
ン
工
で
、
明
治
24
年
に
完
成
し
て
い
ま

す
。淡

河
川
疏
水
の
完
成
か
ら
開
田
範
囲
が
拡
大
し
、
水

量
が
不
足
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
山
田
川
疏
水
事
業
が

表―２　兵庫県農業用ため池（兵庫県ホ－ムペ－ジより）

条例ため池 A： かんがい面積5.0ha 以上
　　　　　 B： かんがい面積1.0ha 以上 5.0ha 未満
　　　　　 C： かんがい面積0.5ha 以上 1.0ha 未満
条例外ため池： かんがい面積0.5ha 未満
受益面積は、市町によっては重複カウントしているため、あくまで参考数値とする

市町別農業用ため池数　（平成 24 年 4 月 1 日現在）

番号 市町名
条例ため池

条例外ため池 合計
A B C 小計 受益面積

ha
1 神戸市 410 1,050 191 1,651 4,081 4,654 6,305
2 明石市 75 28 1 104 576 3 107
3 加古川市 184 100 23 307 2,054 25 332
4 稲美町 84 5 0 89 1,630 0 89
5 三木市 861 401 461 1,723 2,556 2,759 4,482

東播二期受益地　計 1,614 1,584 676 3,874 10,897 7,441 11,315
その他市町 3,386 2,523 1,423 7,332 39,878 24,598 31,930

全県 5,000 4,107 2,099 11,206 50,775 32,039 43,245

図―３　淡河川・山田川疏水概要図

写真―２　明和８年最初の山田川疏水実測図
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明
治
44
年
に
着
工
し
、
大
正
８
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

淡
河
川
・
山
田
川
疏
水
は
、
構
想
か
ら
完
成
ま
で
約

１
５
０
年
を
か
け
実
現
し
た
偉
業
で
あ
り
、
こ
う
し
た

淡
河
川
・
山
田
川
疏
水
は
「
疏
水
百
選
」
に
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
４
）
国
営
東
播
用
水
事
業

大
正
８
年
山
田
川
疏
水
完
成
後
も
多
く
の
た
め
池
が

築
造
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
疏
水
に
は
灌
漑
期
に
水
を
と

れ
る
水
利
権
は
な
く
、
た
め
池
に
依
存
す
る
水
利
体
系

は
不
安
定
で
し
た
。
一
方
、
現
在
の
神
戸
市
北
部
か
ら

三
木
市
吉
川
町
に
か
け
て
の
丘
陵
地
は
、
古
く
か
ら
優

良
農
地
が
開
け
、
酒
米
の
産
地
と
し
て
名
高
い
地
域
で

す
が
、
こ
の
地
域
も
大
き
な
河
川
が
な
く
、
た
め
池
に

依
存
す
る
水
利
体
系
で
、
旱
魃
被
害
の
常
襲
地
帯
で
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
地
域
も
瀬
戸
内

式
気
候
の
た
め
降
水
量
は
少
な
く
、
恒
常
的
な
水
不
足

に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
加

古
川
東
部
の
播
磨
平
野
と
、
こ
れ
に
隣
接
し
た
北
神
戸

地
域
の
４
市
１
町
（
神
戸
市
・
明
石
市
・
加
古
川
市
・

三
木
市
・
稲
美
町
）
の
農
地
７
６
５
０
ha
に
対
し
て
用

水
補
給
を
行
い
、
３
３
０
ha
の
開
畑
と
そ
の
用
水
確
保

及
び
水
田
60 

ha
の
区
画
整
理
を
実
施
す
る
も
の
で
、
そ

の
水
源
対
策
と
し
て
、
加
古
川
上
流
の
篠
山
川
に
川
代

ダ
ム
、
中
流
東
条
川
に
大
川
瀬
ダ
ム
、
下
流
志
染
川
に

呑
吐
ダ
ム
を
築
造
し
、
こ
れ
ら
を
導
水
路
で
直
列
に
結

び
、
幹
支
線
水
路
及
び
河
道
を
通
じ
て
受
益
地
に
給
水

す
る
壮
大
な
水
利
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
が
総
事
業
費
１

４
８
５
億
円
余
を
投
じ
て
昭
和
45
年
～
平
成
５
年
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
事
業
は
事
業
地
域
内
及
び
周
辺
地
域
の

水
道
水
を
兵
庫
県
水
道
用
水
供
給
事
業
に
供
給
し
、
農

業
基
盤
の
整
備
と
都
市
生
活
基
盤
の
整
備
を
合
わ
せ
た

水
資
源
の
一
大
開
発
事
業
で
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
阪
神
淡
路
大
震
災
時
に
は
農
業
用
水
を
被
災

者
の
飲
料
水
と
し
て
送
水
し
、
水
源
と
し
て
の
効
果
が

発
揮
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
こ
の
３
つ
の
ダ
ム
及
び
導
水
路
等
の
水
利
施

設
と
国
営
「
東
条
川
地
区
」・「
加
古
川
西
部
地
区
」
で

写真―３　御坂サイホン

集水域
東播用水地区受益
東条川地区、加古川
西部地区受益

川代ダム

呑

大川瀬ダム

吐ダム

川代導水路

大川瀬導水路

中央幹線水路

川代ダム大川瀬ダム呑吐ダム

図―４　東播用水地区主要路線図
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造
成
し
た
基
幹
水
利
施
設
に
つ
い
て
は
、
国
営
総
合
管

理
事
業
「
加
古
川
水
系
地
区
」
で
一
元
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

３
．
東
播
用
水
二
期
地
区
の
概
要

（
１
）
事
業
の
必
要
性
・
緊
急
性

前
項
の
東
播
地
域
開
発
の
歴
史
で
述
べ
た
よ
う
に
、

本
地
域
は
古
く
か
ら
水
利
施
設
が
造
成
さ
れ
て
お
り
、

淡
河
川
、
山
田
川
幹
線
水
路
は
造
成
さ
れ
て
か
ら
約
１

０
０
年
余
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
数
度
の

改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
老
朽
化
が
著
し
い
状

況
で
、
水
路
上
部
が
宅
地
化
さ
れ
る
な
ど
土
地
利
用
変

化
が
著
し
く
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
事
故
が
発
生
す

れ
ば
大
き
な
社
会
的
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、東
播
用
水
事
業
で
造
成
さ
れ
た
施
設
で
は
、

建
設
後
30
年
以
上
経
過
し
た
施
設
が
あ
り
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
後
に
漏
水
事
故
等
が
発
生
す
る
な
ど
、補
修
、

維
持
管
理
に
か
か
る
経
費
も
震
災
を
境
に
増
大
し
て
い

ま
す
。

（
２
）
用
水
再
編
計
画

地
域
の
北
部
（
大
川
瀬
ダ
ム
掛
）
で
は
水
稲
を
中
心

と
し
た
営
農
が
行
わ
れ
、
南
部
（
呑
吐
ダ
ム
掛
）
で
は

水
稲
に
大
麦
、
キ
ャ
ベ
ツ
等
を
組
み
合
わ
せ
た
営
農
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
転
作
率
に
つ
い
て
は
、
南
部
の

45
％
と
比
較
し
、
北
部
は
32
％
と
小
さ
く
、
ま
た
北
部

で
は
よ
り
多
く
の
水
を
必
要
と
す
る
酒
米
（
山
田
錦
）

の
作
付
け
が
前
歴
事
業
計
画
時
よ
り
増
加
し
て
お
り
、

北
部
の
方
が
ダ
ム
依
存
が
大
き
い
状
況
で
、
度
々
用
水

不
足
が
生
じ
て
い
ま
す
。
平
成
５
年
～
22
年
の
18
カ
年

中
、
６
カ
年
の
取
水
制
限
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
特
に

北
部
地
域
が
厳
し
く
、
夏
の
渇
水
時
に
お
い
て
、
大
川

瀬
ダ
ム
掛
で
あ
る
山
田
幹
線
水
路
へ
の
用
水
供
給
を
呑

吐
ダ
ム
か
ら
仮
説
ポ
ン
プ
に
よ
る
注
水
で
対
応
し
た
事

例
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
南
部
、
北
部
地
域

の
用
水
再
編
と
し
て
、
余
裕
の
あ
る
呑
吐
ダ
ム
に
揚
水
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阪
神
大
震
災

中
央
幹
線
漏
水
事
故

図―５　東播用水地区維持管理費（工事費）

写真―４　宅地下を通過する淡山水路

路線上宅地

写真―５　改良区からの節水緊急要請

仮設ポンプＰ

山田幹線水路

ダム
堤体

山田幹線水路（隧道）

表―３　主要水利施設
主要水利施設（貯水池）

ダム名 川代ダム 大川瀬ダム 呑吐ダム
河川名 篠山川 東条川 志染川
形式 ゲ－ト式ダム 重力式コンクリ－トダム 重力式コンクリ－トダム

有効貯水量 1,280 千㎥ 8,150 千㎥ 17,800 千㎥
堤高 9.0m 50.8m 71.5m
堤長 95.0m 164.0m 370.0m

直接流域面積 219.1㎢ 60.6㎢ 49.0㎢

主要水利施設（導水路）
導水路名 川代導水路 大川瀬導水路 中央幹線水路

総延長 13,400m 22,700m 12,600m
　　トンネル 13,400m 17,100m 4,100m
　　管水路 - 4,000m 8,500m
　　その他 - 1,600m 71.5m
通水量 12.00㎥ /s 4.60㎥ /s 3.52㎥ /s
支配面積 8,040ha 8,040ha 3,590ha
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ポ
ン
プ
を
設
置
し
山
田
幹
線
に
揚
水
し
て
、
ダ
ム
の
有

効
活
用
を
図
り
ま
す
。

（
３
）
事
業
計
画

本
事
業
に
お
い
て
、
大
川
瀬
、
呑
吐
ダ
ム
の
満
水
面

保
護
工
事
、
大
川
瀬
導
水
路
、
中
央
幹
線
水
路
等
の
補

修
、
補
強
工
事
等
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
水
道
用
水
供

給
事
業
と
の
共
同
工
事
と
し
て
事
業
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

①
関
係
市
町

兵ひ
ょ
う
ご
け
ん

庫
県
神こ
う

戸べ

市し

、
明あ
か

石し

市し

、
加か

古こ

川が
わ

市し

、
三み

木き

市し

、

加か

古こ

郡ぐ
ん

稲い
な
み
ち
ょ
う

美
町

②
受
益
面
積

水
田
：
６
８
４
３
ha
・
畑
：
２
２
４
ha
・
樹
園
地
：

２
４
６
ha　

合
計
：
７
３
１
３
ha

③
事
業
工
期

平
成
25
年
度
～
平
成
33
年
度

④
総
事
業
費

１
７
４
・
３
億
円
（
兵
庫
県
水
道
用
供
給
事
業
と
の

共
同
事
業
費
37
・
75
億
円
含
む
）

⑤
主
要
工
事

・
貯
水
池

大
川
瀬
ダ
ム
満
水
面
保
護
工	

１
式

呑
吐
ダ
ム
満
水
面
保
護
工	

１
式

・
用
水
路
等

新
設	

４
・
５
㎞

補
修
・
補
強	

10
・
４
㎞

・
揚
水
機
場	

１
カ
所

・
水
管
理
施
設
（
改
修
）

・
発
電
施
設

大
川
瀬
ダ
ム
小
水
力
発
電	

１
式

呑
吐
ダ
ム
小
水
力
発
電	

１
式

４
．
お
わ
り
に

本
事
業
で
は
、
歴
史
あ
る
施
設
の
改
修
、
更
新
を
実

施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
歴
史
あ
る

施
設
を
こ
れ
ま
で
管
理
し
て
い
た
淡
河
川
・
山
田
川
土

地
改
良
区
と
国
営
東
播
用
水
で
造
成
さ
れ
た
施
設
を
管

理
（
直
轄
管
理
施
設
を
除
く
）
し
て
い
る
東
播
用
水
土

地
改
良
区
が
平
成
28
年
６
月
に
合
併
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
お
り
、
今
後
は
東
播
用
水
土
地
改
良
区
が
淡
山

疏
水
・
東
播
用
水
を
維
持
管
理
し
、
そ
の
機
能
と
固
有

の
地
域
資
源
（
水
・
施
設
・
土
地
・
歴
史
的
文
章
等
）

を
活
用
し
て
１
０
０
年
後
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
先
人
が
血
の
に
じ
む
よ
う
な
汗
を
流

し
苦
労
し
て
築
き
上
げ
た
水
利
施
設
を
次
代
の
資
産
と

し
て
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
事
業
所
職
員
一
同
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

※
兵
庫
県
は
酒
米
「
山
田
錦
」
の
代
表
的
な
産
地
で
、
受

益
地
で
あ
る
三
木
市
は
全
国
の
25
％
の
生
産
量
が
あ
り
、

日
本
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
益
地
内
に
は
大
小
を
含

め
て
多
く
の
酒
蔵
が
あ
り
、
お
い
し
い
お
酒
が
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
近
く
に
お
越
し
の
節
に
は
是
非
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
引
用
・
参
考
文
献
）

・
兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
第
61
次
兵
庫
農
林
水
産
統
計
年
報

・
兵
庫
県
淡
河
川
・
山
田
川
疏
水
百
年
史

・
播
州
葡
萄
百
二
十
年
：
稲
美
町
教
育
委
員
会

・
東
播
用
水
事
業
誌

※
本
投
稿
文
の
内
容
意
見
は
、
執
筆
者
個
人
に
属
し
、
農
林
水
産
省

の
公
式
見
解
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
ぞ
ば
た
か
お
る
・

近
畿
農
政
局　

東
播
用
水
二
期
農
業
水
利
事
業
所　

所
長

写真―６　深刻な水不足を伝える新聞記事

写真―７　兵庫県全体で全国シェアの約80％

55％
25％


